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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
災
害
と
考
え
る
。
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
か
を
問
う
と
と
も
に
提
案
し
た
い
。
ま
ず
は

現
実
の
共
有
か
ら
行
い
た
い
。 

 

総
務
省
の
最
新
の
労
働
力
調
査
で
は
、
仕
事
を
失
っ
た
状
態
が
一
年
以
上
続
く
「
長
期
失
業
者
」
は
、
今
年
七
月
か
ら
九
月

は
月
の
平
均
で
六
十
六
万
人
に
上
り
、
昨
年
の
同
じ
時
期
よ
り
十
八
万
人
増
え
た
と
い
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
「
失

業
が
長
期
化
す
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
」
と
総
務
省
は
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。 

 

他
に
も
、
国
税
庁
・
「
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査
」
を
見
れ
ば
、
民
間
企
業
で
働
く
人
の
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
一
年
間

の
平
均
給
与
は
四
百
三
十
三
万
円
余
り
で
、
お
と
と
し
に
比
べ
〇
・
八
％
少
な
く
な
っ
た
。
役
員
を
除
く
、
正
社
員
と
非
正
規

雇
用
の
人
で
比
べ
る
と
、
二
〇
二
〇
年
一
年
間
の
平
均
給
与
で
み
れ
ば
、
正
社
員
が
四
百
九
十
五
万
七
千
円
、
非
正
規
が
百
七

十
六
万
二
千
円
で
、
差
は
三
百
十
九
万
五
千
円
と
、
お
と
と
し
よ
り
九
万
三
千
円
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
厚
生
労
働
省
発
表
で
は
、
二
〇
二
〇
年
の
自
殺
者
数
の
確
定
値
が
二
万
千
八
十
一
人
と
、
前
年
よ
り
九
百
十
二
人
増

え
、
十
一
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
女
性
や
若
年
世
代
の
自
殺
者
が
特
に
増
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
の
変
化
な
ど
が
影
響

し
た
可
能
性
が
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。 
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さ
ら
に
、
内
閣
府
の
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
五
日
発
表
に
よ
る
と
、
七
～
九
月
期
の
実
質
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
速
報
値

は
前
期
比
年
率
三
・
〇
％
減
と
事
前
予
想
を
上
回
る
マ
イ
ナ
ス
幅
と
な
り
、
プ
ラ
ス
成
長
を
維
持
す
る
米
国
や
欧
州
に
比
べ
て

回
復
力
の
弱
さ
が
鮮
明
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
低
迷
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い
る
様
子
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

経
済
の
低
迷
は
人
び
と
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い
る
。
例
え
ば
新
宿
で
毎
週
土
曜
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
も
や
い
」
と
「
新

宿
ご
は
ん
プ
ラ
ス
」
の
食
品
配
布
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
八
十
人
ほ
ど
し
か
来
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
ん
ど
ん
増
え
続

け
、
九
月
二
十
五
日
に
は
三
百
九
十
四
人
、
十
一
月
二
十
日
に
は
四
百
八
人
と
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。 

 

一
方
、
池
袋
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
」
の
炊
き
出
し
に
並
ぶ
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
百
五
十
人
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
、
九
月

二
十
五
日
に
は
四
百
十
六
人
、
十
一
月
十
三
日
に
は
四
百
三
十
四
人
、
十
一
月
に
は
過
去
最
高
と
な
る
四
百
七
十
二
人
に
ま
で

増
え
て
い
る
。 

 

ち
な
み
に
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
」
の
炊
き
出
し
人
数
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
最
高
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
四
百
六
十

人
で
あ
り
、
現
場
の
支
援
者
た
ち
は
、
過
去
最
高
人
数
が
更
新
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
い
つ
が
最
悪
な
の
か
わ
か
ら

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
て
い
る
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
近
隣
で
野
宿
す
る
中
高
年
男
性
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
炊
き
出
し
や
食
品
配
布
に
、
今
や
女
性
や
子
連
れ
、
カ
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ッ
プ
ル
が
並
ぶ
。
路
上
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
暮
ら
し
の
人
も
い
る
が
、
家
が
あ
る
人
も
多
い
。
コ
ロ
ナ
で
仕
事
を
切
ら
れ
た
人
、

シ
フ
ト
を
減
ら
さ
れ
て
収
入
が
半
分
以
下
に
な
っ
た
人
、
失
業
期
間
が
長
引
い
て
い
る
人
た
ち
だ
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
災
害
の
影
響
に
よ
り
生
活
困
窮
に
陥
る
、
又
は
そ
の
手
前
に
い
る
人
々
の
数
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
と
い

う
危
機
感
が
政
府
に
は
足
り
な
い
よ
う
に
思
え
る
。 

 

困
窮
状
態
に
あ
る
者
を
直
ち
に
救
済
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
困
る
手
前
で
し
っ
か
り
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
生
活
を
立
て
直
す
こ
と
が
、
更
な
る
困
窮
者
を
増
や
さ
な
い
基
本
と
考
え
る
。 

 

一
方
で
唯
一
と
い
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
、
生
活
保
護
は
捕
捉
率
が
低
い
。
つ
ま
り
は
受
け
る
べ
き
状
態
に
あ
る
者
の

多
く
が
受
給
し
て
い
な
い
。
実
際
、
支
援
の
現
場
に
お
い
て
も
、
例
え
困
窮
状
態
に
あ
っ
て
も
、
生
活
保
護
だ
け
は
受
け
た
く

な
い
、
と
い
う
反
応
が
非
常
に
強
い
こ
と
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

 

年
末
年
始
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
弁
護
士
た
ち
が
生
活
保
護
に
関
し
、
無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
る
「
生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
保
護
の
利
用
を
知
ら
な
い
人
び
と

の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
事
実
上
の
受
け
皿
を
善
意
で
務
め
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
民
間
は
、
す
で
に
限

界
を
超
え
て
い
る
。 
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政
府
が
本
気
で
救
済
に
本
腰
を
入
れ
な
け
れ
ば
、
困
窮
者
も
支
援
者
も
共
倒
れ
に
な
る
寸
前
と
感
じ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
、
政
府
に
問
う
前
に
提
案
を
行
い
た
い
。 

 

政
府
広
報
に
よ
る
、
「
生
活
保
護
を
積
極
的
に
受
け
て
く
だ
さ
い
」
「
生
活
保
護
は
あ
な
た
の
権
利
で
す
」
「
困
る
前
に
受

け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
趣
旨
の
大
々
的
な
宣
伝
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
「
三
密
を
避
け
ろ
」
と
徹
底
し
て
流
さ
れ
た
政
府
広
報
レ
ベ
ル
で
、
最
も
多
く
の
人
々
に
情
報
提
供
が

可
能
な
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
大
量
か
つ
集
中
的
に
流
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

一
方
で
、
政
府
は
十
分
で
は
な
い
が
、
広
報
は
行
っ
て
い
る
。 

 

昨
年
十
二
月
二
十
二
日
、
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。
生
活
保
護
を
申
請

す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に
も
あ
る
も
の
で
す
の
で
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
の
文
言
を
掲
げ
、
社
会
保
障
制
度

の
利
用
を
促
す
広
報
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
生
活
保
護
の
問
題
に
詳
し
い
有
識
者
（
稲
葉
剛
氏
、
以
下
、
上
記
参
考
人
）
は
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
（
令

和
三
年
五
月
六
日
）
に
お
い
て
、
参
考
人
と
し
て
、
「
公
式
サ
イ
ト
に
お
い
て
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
と
い
う

広
報
を
始
め
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
で
の
広
報
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
一
部
の
政
治
家
が
主
導
し
た
過
去
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の
バ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
浸
透
し
て
し
ま
っ
た
生
活
保
護
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に
は
、
テ
レ
ビ
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
駅
の
広
告
な
ど
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
広
報
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
並
み
の
予
算
を
投
入
し
て
広
報
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と
広
報
活
動
の
強
化
を
要
望
し
て
い
る
。 

 

内
閣
府
・
政
府
広
報
室
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
そ
の
業
務
内
容
と
し
て
、
「
内
閣
が
進
め
る
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
各
府

省
庁
と
連
携
し
つ
つ
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
を
推
進
」
、
及
び
「
内
閣
の
重
要
政
策

に
関
す
る
広
報
に
つ
い
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
各
府
省
庁
と
の
総
合
調
整
を
実
施
」
と

説
明
し
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
当
方
で
は
、
政
府
広
報
室
に
対
し
て
、
政
府
広
報
が
ど
の
よ
う
な
分
野
で
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
及
び
、

生
活
保
護
の
広
報
予
算
が
全
体
の
ど
の
程
度
を
占
め
る
の
か
を
探
る
べ
く
、
内
閣
府
だ
け
で
は
な
く
、
各
省
庁
も
含
め
た
過
去

三
年
間
の
政
府
広
報
予
算
の
総
額
や
、
予
算
の
媒
体
別
配
分
割
合
、
政
策
分
野
別
配
分
割
合
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
。 

 

そ
の
結
果
、
政
府
広
報
室
の
予
算
総
額
（
令
和
三
年
度
で
は
約
百
八
十
五
億
円
）
で
、
媒
体
別
の
配
分
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
が
約
一
割
、
新
聞
が
約
二
割
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
約
二
割
、
複
合
的
に
活
用
す
る
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
約
五
割
と
そ
の

内
訳
は
回
答
を
得
た
も
の
の
、
項
目
ご
と
の
予
算
配
分
が
わ
か
る
資
料
は
な
い
、
と
の
回
答
で
あ
り
、
ほ
か
省
庁
の
広
報
予
算
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の
情
報
は
一
体
的
に
把
握
し
て
い
な
い
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

先
に
引
用
し
た
と
お
り
「
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
広
報
に
つ
い
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
、
各
府
省
庁
と
の
総
合
調
整
を
実
施
」
す
る
は
ず
の
政
府
広
報
室
が
、
政
府
広
報
の
効
果
を
測
定
す
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
項
目
別
の
予
算
配
分
の
情
報
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

一
方
、
当
方
が
、
厚
生
労
働
省
に
生
活
保
護
利
用
呼
び
か
け
の
実
績
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
回
答

が
得
ら
れ
た
。 

「
○
政
府
広
報 

政
府
広
報
を
活
用
し
、
令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
～
二
十
二
日
に
か
け
て
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ニ
ュ
ー
ス
に
バ
ナ

ー
広
告
を
掲
載
し
、
「
日
々
の
暮
ら
し
に
大
変
お
困
り
の
と
き
は
国
民
に
は
最
低
限
度
の
生
活
が
保
障
さ
れ
ま
す 

ご
相
談

は
、
地
域
の
福
祉
事
務
所
へ
」
と
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。 

○
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ 

厚
生
労
働
省
の
公
式
ツ
イ
ー
ト
に
お
い
て
、
以
下
の
と
お
り
ツ
イ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

・
ツ
イ
ー
ト
内
容
「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。
生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に
も
あ
る
も
の
で

す
の
で
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」 

・
時
期 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
二
十
八
日
、
令
和
三
年
八
月
十
三
日 
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○
新
聞
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
ネ
ッ
ト
動
画
Ｃ
Ｍ
、
街
頭
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
、
電
車
等
の
動
く
Ｃ
Ｍ
な
ど
を
利
用
し
た
生
活
保
護

の
利
用
を
呼
び
か
け
た
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

 

つ
ま
り
、
政
府
は
過
去
の
実
績
で
は
ウ
ェ
ブ
広
告
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
は
行
っ
て
い
る
が
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、

ネ
ッ
ト
動
画
Ｃ
Ｍ
、
街
頭
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
、
電
車
等
の
動
く
Ｃ
Ｍ
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
な

く
見
る
こ
と
が
で
き
る
媒
体
を
通
じ
て
の
広
報
は
依
然
と
し
て
行
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
に
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

一 

こ
の
冬
に
も
政
府
は
昨
年
に
行
っ
た
よ
う
な
手
法
で
、
生
活
保
護
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
方
針
か
。
そ
の
規
模
は
昨
年
を

上
回
る
も
の
か
。 

二 

今
後
、
年
末
年
始
か
ら
春
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
加
え
、
上
記
の
未
活
用
の
媒
体
（
特
に
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
）
を
通
じ
て
生
活
保
護
の
利
用
に
つ
い
て
、
「
利
用
は
権
利
で
あ
る
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
緊
急
に
保
護
を
必
要
と

し
て
い
る
人
に
必
要
な
情
報
を
効
果
的
に
伝
達
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
の
捕
捉
率
の
引
き
上
げ
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

三 

「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
あ
る
」
と
厚
生
労
働
省
が
広
報
す
る
中
で
、
上
記
参
考
人
が
指
摘
す
る
、
一
部
の



 

８ 

 

政
治
家
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
萎
縮
さ
せ
る
問
題
が
再
び
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
方
針
か
。 

四 

政
府
広
報
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
政
府
広
報
室
が
、
各
省
庁
も
含
め
た
政
府
広
報
予
算
、
そ
れ
ら
の
予
算
が

ど
の
よ
う
な
分
野
に
ど
れ
だ
け
配
分
さ
れ
て
い
る
か
を
継
続
的
に
把
握
し
、
常
に
政
策
効
果
を
検
証
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


